
　平成 31年４月より静岡市しみず社会福祉事業団で
は、公益的な地域への貢献事業として、こどもの居
場所づくり「わいわい広場」を始めました。開催は、
原則毎月第３土曜日で駒越地区の小学生を対象とし、
昼食の提供や遊びの場を提供しています。第１回目
は、４月 20日（土）に実施し、午前中は製作やゲー
ム等を行い、昼食はカレーを食べました。午後は、
多目的ホールで卓球をし、楽しく過ごしました。１
回目ということで、参加者は少なかったですが、今
後も駒越地区の各自治会をはじめ地域の方々のご協
力をいただき、多くのこどもさんに参加していただ
けるよう今後も PRをしていきたいと思います。また、
この事業が定着し、こどもたちが安心して過ごせる
場所になるよう、事業団としてもより一層努力して
いきたいと考えています。

　今年も障害者スポーツフェスティバル、中部地区交流スポーツ大会にひびきワーク、うしおワーク、
うなばら学園の利用者様が参加しました！気候にも恵まれ、笑顔いっぱいの一日になりました！

Ｒ1.5.12

Ｒ1.5.31

わいわい広場参加実績報告（H31.4 ～ R1.6）

参加人数 ４月 ５月 ６月
３人 ７人 10人

静岡市しみず社会福祉事業団だより 令和元年号 第 289 号

障害者スポーツフェスティバル　中部地区交流スポーツ大会
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　当法人は昭和 57年 4月に設立し、今年 38年目を迎えました。この間、時代
は昭和から平成へ。そして、この 5月に元号が「令和」に代わり、新しい時代の
幕開けとなりました。
　一方、今日における少子・高齢化の急速な進展と相まって、福祉サービスの内
容も幅広い年齢層に合わせて、複雑、多様化する中、社会福祉法人の役割もまた
同様に複雑化しています。
　私たちはこうした実情を踏まえ、利用者主体、健全な運営、地域貢献の 3つの
基本理念に沿って、常に利用者の皆様方に愛され、親しまれ、信頼される施設運
営を目指し、職員一丸となって、安心・安全でより質の高い障害福祉サービスの
提供に努めるとともに、地域における様々なニーズにも積極的に応えてまいりま
す。
　今後とも、当法人へのご理解とご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

静岡市しみず社会福祉事業団
理事長　大塚 康夫

理事長あいさつ

１ ：所属・名前　 ２ ：幸せを感じる瞬間　 ３ ：仕事への意気込み

１ ：うなばら学園・杉本 香織

２ ：ホームベーカリーで、朝焼きたてのパンの匂いで目が覚めた時

３ ：前職は保育士をしていました。子どもが相手と大人が相手とでは少し
勝手の違うところもありますが、明るく笑顔で、いつも丁寧な支援を
心掛けていきたいと思います。ピアノや歌も好きなので、今回の仕事
にも活かしていけたらと思っています。まだまだ分からないことも多
く、ご迷惑おかけしていますが、早く皆様のお役に立てるように、日々
精進してまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。

１ ：なぎさホーム・林 成美

２ ：フットサルをやっている時

３ ：今まで病院勤務だったので、福祉の現場は初めてで毎日新鮮で楽しい
です。利用者様の笑顔に毎日元気をもらっています。なぎさに来て「今
日も楽しかった～！」と思ってもらえるように私も明るく元気に頑張
ります！よろしくお願いします。

新任職員紹介
Ｑ＆Ａ



平成 30 年度苦情解決結果報告
≪資金収支計算書≫� 【単位：千円】

平成 30 年度決算報告
平成 30年度において苦情解決責任者が解決した苦情は、各施設
の総数として 38件でした。
なお、個々の苦情解決に際して第三者委員に報告した案件、並び
に直接第三者委員が受け付けた案件は、ありませんでした。

4 分類別の主な内容
分　　類 内　　　容

処遇内容

・忙しそうで声をかけづらい。相談する時間をもっと取ってほしい。
・保護者向けの活動の機会をもっと増やして欲しい。
・グループを変更する時、事前にもう少し詳しい情報が欲しい。
・就学についての情報が欲しい。就学後も相談できると良い。
・事前に欠席を伝えておいたのにも関わらず、送迎バスに伝
わってなかった。

・グラウンドゴルフの回数を増やして欲しい。

利用者との
関係

・送迎バス内で利用者とのトラブルがあったため、安心してバ
スを利用できるようにしてほしい。

職員の対応
・作業の変更があった場合は、本人が納得できるよう説明して
ほしい。

・水筒のカバンへの入れ方に、もう少し注意を払ってほしい。

施設設備

・トイレが両麻痺対応になっていると使いやすい。
・廊下の手すりの下に物を置かないでほしい。
・玄関が少し暗く、入りにくい雰囲気がある。トイレの臭いが
気になる

制度 ･ 法律
・利用者計画表作成のための訪問理由の説明に不快な点があった。
・介護保険と比べると、障害福祉は本人や家族の負担が多い。

その他
・ボランティアの対応に不満がある。利用者に対して平等に対
応してほしい。

勘定科目 予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

就労支援事業収入 7,593 7,184 △ 409
障害福祉サービス等事業収入 348,941 358,599 9,658
その他の事業収入 41,616 41,608 △ 8
経常経費寄附金収入 208 282 74
受取利息配当金収入 147 146 △ 1
その他の収入 3,466 3,461 △ 5
　　事業活動収入計 ① 401,971 411,280 9,309

支
　
　
出

人件費支出 336,412 335,700 712
事業費支出 34,286 33,438 848
事務費支出 27,834 26,931 903
就労支援事業支出 7,593 7,196 397
その他の支出 32 22 10
　　事業活動支出計 ② 406,157 403,287 2,870

事業活動資金収支差額
③＝①－②

△ 4,186 7,993 12,179

施
設
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備
等
に
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る
収
支

収 

入
施設整備等寄附金収入 164 163 △ 1
　　施設整備等収入計 ④ 164 163 △ 1

支 

出

固定資産取得支出 2,587 2,585 2
固定資産除却・廃棄支出 8 7 1
　　施設整備等支出計 ⑤ 2,595 2,592 3

施設整備等資金収支差額
⑥＝④－⑤

△ 2,431 △ 2,429 2

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収 

入
積立資産取崩収入 16,276 16,275 △ 1
　　その他の活動による収入計 ⑦ 16,276 16,275 △ 1

支 

出
積立資産支出 4,544 4,538 6
　　その他の活動支出計 ⑧ 4,544 4,538 6

その他の活動資金収支差額
⑨ = ⑦－⑧

11,732 11,737 5

　　　　　　予備費支出 ⑩ 1,600 0 0
△ 261 － 1,339

当期資金収支差額合計
⑪＝③＋⑥＋⑨－⑩     

3,776 17,301 13,525

　　　　　　前期末支払資金残高 ⑫ 233,937 233,940 3
　　　　　　当期末支払資金残高 ⑪＋⑫ 237,713 251,241 13,528

≪貸借対照表≫� 【単位：千円】
資産の部 負債の部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
流動資産 257,361 流動負債 27,417
　現金預金 202,834 　事業未払金 4,370
　事業未収金 54,272 　その他の未収金 1
　未収金 103 　未払費用 174
　貯蔵品 6 　預り金 68
　商品・製品 101 　職員預り金 1,361
　仕掛品 42 　賞与引当金 21,443
　原材料 3 固定負債 45,853
固定資産 135,831 　退職給付引当金 45,853
基本財産 3,000 　　負債の部　合計 73,270
　定期預金 3,000 純資産の部
その他の固定資産 132,831 基本金 3,000
　建物 1 　基本金 3,000
　構築物 933 国庫補助金等特別積立金 92
　車輌運搬具 1,879 　国庫補助金等特別積立金 92
　器具及び備品 4,953 その他の積立金 115,487
　権利 519 　退職給与積立金 11,411
　退職給付引当資産 9,059 　事業運営資金積立金 104,076
　退職給与積立資産 11,411 次期繰越活動収支差額 201,343
　事業運営資金積立資産 104,076 　次期繰越活動収支差額 201,343

　（うち当期活動増減差額） 15,849
純資産の部　合計 319,922

資産の部　合計 393,192 負債及び純資産の部　合計 393,192

1 受付方法 口頭 文書 電話 その他
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2 申出人 家族 本人
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以上の結果を踏まえ、令和元年 5月 30日に第三者委員会への報
告会を開催し、各施設の苦情解決責任者が第三者委員へ苦情の内
容等について報告を行いました。

3 苦情の分類
処遇内容 利用者との関係 職員の対応 施設設備 制度・法律 その他
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平成３０年度 地域貢献事業実績報告

うしおワークトピック

　今年度は新しい時代の 8名の新たな職員が増
えました！
　また、施設の様々な一面もお伝えすることが
できました。次号もたくさんのトピックをお伝
えできるように頑張ります！
� 【編集担当：地域交流事業委員会】

社会福祉法人 静岡市しみず社会福祉事業団
静岡市清水区駒越西２丁目10番10号
電話	 0 5 4（335）505 0
FAX	 0 5 4（335）782 1
MAIL	 shimizu-294@po4.across.or.jp
URL	 http://www.shimizu-294.jp/

〇イオンリテール㈱イオン清水店様

当法人ホームページ上の施設ブログも併せてお読みいただけると幸いです。

　うしおワークでは、自主製品として『EM ぼかし』の製造・販
売を行っています。EM ぼかしとは、「EM 菌」【Effective（有用）
Microorganisms（微生物群）】を米ぬかや挽き粉と併せ、発酵させた有
機資材です。生ゴミを堆肥にしたり、畑などの土づくりに使用したりと、
幅広い分野で効きめがあるとされています。
　ぼかし肥料は、様々なメディアで取り上げられた事もあり、沢山の方
にご愛用頂いております！
　ご愛用されている方からは「野菜が大きく育つようになった」「堆肥づくりに役立っている」とのお声もい
ただいています。
　そんな、「EMぼかし」は、利用者の皆様が心を込めて製造に励んでいます。園芸市でのイベント販売や施
設での直売を行っており、一袋（250g）100 円で販売しています。他にも液肥や生ゴミ処理容器も販売して
おります、皆様も是非一度お試しください !!

　昨年度は毎月 1回、年間 12 回延人数 100 人で清掃活動
を行いました。
　本年度からは忠霊塔公園、駒越公園、別府公園の３ヵ所の
清掃活動を行っていきます。

忠霊塔公園清掃

家庭園芸やガーデニングの味方 !!

編  集  後  記 発　　　行

寄付・寄贈一覧


